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１．研究の背景と目的 

  インフルエンザの流行の拡大を少しでも抑え、予測できるようにしたいと思い、この研究テ

ーマにした。感染者数と気象条件（気温、湿度、降水量、風速）の相関関係を調べ、定点あたり

の感染者数を予測する近似式を作成する。 

 

２．方法 

神戸、姫路、豊岡の３地点における 2010 年∼2018 年の 9 年間の定点当たりのインフルエンザ

感染者数のデータと気象データを集めた。そのデータをもとに Excel を使い、各地点の定点当

たりのインフルエンザ感染者数と気象データとの相関関係を調べた。期間を冬（11～3 月末）に

絞り、相関関係を求めた。定点当たりの感染者数を予測する近似式を作成した。 

 

３．結果 

  今週の定点当たりのインフルエンザ感染者数や今週と先週の定点当たりのインフルエンザ感

染者数の差の相関も考えた。その結果、3 地点でより良い近似式が作成できた。 

神戸：-0.5208×（今週の気温）+0.7814×（今週の定点当たりの感染者数）＋7.5011 

姫路：-0.499×（今週の気温）+0.1241×（今週の湿度）+0.8455×（今週の定点当たりの感染者

数）+0.3973×（今週と先週の定点当たりの感染者数の差）-2.5219 

豊岡：-0.2154×（今週の気温）+0.8422×（今週の定点当たりの感染者数） 

+0.3974×（今週と先週の定点当たりの感染者数の差）+3.6343 

 

４．考察 

  以下のように、3 地点で近似式を作成するときの要素が異なった。 

神戸：今週の気温、今週の定点当たりの感染者数 

 姫路：今週の気温、今週の湿度、今週と先週の定点当たりの感染者数の差、今週の定点当たり

の感染者数 

 豊岡：今週の気温、今週と先週の定点当たりの感染者数の差、今週の定点当たりの感染者数 

 

５．結論 

  各地点で、利用する要素を考えることで、より実数に近い、定点あたりの感染者数を予測する

近似式を作成できた。 
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